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いても重要な位置を占める作品であることを示している。じっさい銅板の研究史をみわたすと、美術史研究者のみならず複数の古代史研究者による論考が数多く発表されており、さらにその刻銘については書道史・金石学・金属工芸技術を専門とす 論者から 発言もあっ 、本 が多分野の研究者の関心 集める、いわば焦点の作品で ることに気づかされる。　
かつて法隆寺の著名な玉虫厨子を評して「玉虫厨子は天王山のよ













て解釈に異同があり、そのことがまた銅板の制作年代に関する論点を複雑化させる要因となってきた経緯がある。そこで本小論では、金石文の研究においては銘文の原字を忠実に読み解く作業 なにごとにも優先するという立場から あら めて銅板銘中 文字の校訂をはかり、あわせて銘文全文の通釈を施しておくこと したい。　
加えて、この銘文については文字の彫刻技法の観点からも先学に








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































これを銅板そのものとする解釈は本来の意味用法との間に齟齬が生じる とになる。また、 「帝釈天 梵天」を略記するならばこれを「梵釈」とするのが一般的な用法であり、本来帝釈天を意味する「釈天」の語でその両者を指し示すとする解釈にも大いに違和感がある。　
私はこの「釋天真像」を字義通り帝釈天と解して何ら問題はない





























































あらわれたが、その技法はＶ溝（Ｕ溝）たがねで一回加工しただけでＶ溝（Ｕ溝）を形成する「線彫り 毛彫り）技法」であり、その後も一、 二の例外 除き一貫して「線彫り（毛彫り）技法」が用いられた。しかも日本における「線彫り（毛 ）技法」においては筆意の表現技法が独自の仕方で発展し、たいへん高いレベル 達したという。　
鈴木氏によれば、 「浚い彫り技法」は筆で書かれた下書きの文字

















































































式とともに銘文内容の解釈によって進められ きた経緯があるが、その前提として、正しい字形の把握なくしてはいかなる研究も砂上の楼閣となるおそれを孕んでいる。金石 においては銘文の原字を忠実に読み解く作業がなにごとにも優先しよう。本小論で 右 ような観点から銘文の校訂を試みた。　
一方、銅板銘の文内容であるが 冒頭の五行（①～⑤）は下半分


















 野間清六「玉虫厨子に関する問題」 （ 『ミュージアム』七九、昭和三十二年） 。のち『飛鳥・白鳳・天平の美術』 （至文堂、昭和三十三年）所収。
（３）
 拙稿「長谷寺銅板法華説相図考」 （ 『仏教芸術』二○八、平成五年） 。同
「長谷寺銅板法華説相図の制作背景」 （ 『仏教芸術』二一五、平成六年） 。同「長谷寺銅板法華説相図再考―大山誠一氏に答えて―」 （ 『仏教芸術』二二五、平成八年） 。同「持統天皇の呼称に関する一考察」 （ 『日本宗教文化史研究』三ノ一、平成十一年） 。同「長谷寺銅板の〝道明〟について」（ 『新潟産業大学人文学部紀要』二○、平成二十年） 。同「長谷寺銅板の〝豊山〟について」 （ 『奈良美術研究』八、平成二十一年） 。
（４）
 イ～ハからの引用を最初に指摘したのは以下の各氏であ 。なお、とくにイの『甚希有経』はさほど著名な経典とはいえず、その経文も『大正新脩大蔵経』の見開き 頁に収まるごくごく短いものであり、同経からの引用を指摘した小野玄妙氏の博覧強記ぶりには今更ながら驚きを禁じ得ない
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（５） 『大正新脩大蔵経』第十六巻 経集部三）所収。（６） 『大正新脩大蔵経』第五十二巻 史伝部四）所収。（７） 『大正新脩大蔵経』第五十二巻（史伝部四）所収。（８）
 山田孝雄「続古京遺文」 （ 『古京遺文』宝文館、明治四十五年） 。なお右の
『古京遺文』は狩谷棭斎「古京遺文」に山田孝雄・香取秀真編「続古京遺
長谷寺銅板法華説相図の銘文について 16
文」 「古金石逸文」等を併せて一書としたもの。本稿の引用は勉誠社による再版第一刷（昭和四十三年）によった。なお山田氏による末言「出版の因縁」には 拓本の蒐集借用選択擇等は香取君之を主り、原稿の整理印刷等の事は余之を擔當せり」とあり、本文の執者は山田氏として かろう。以下、本拙稿 おける山田氏の論説はすべて右の論文による。
（９）




































 西村無薬「畿内地方考古叢話（第三回）―我邦最古の銅版仏―」 （ 『考古界』三ノ一二、明治三十七年） 。以下、本拙稿 おける西村氏の論説はすべて右の論文による。
（
15）











































































 ． 「陳の太建七年銘鐘の陰刻銘の彫刻技法について」 （ 『史迹と美術』六五二、平成七年） 。
ｃ


























 以下の①～⑥については前掲註（３）拙稿のほか、拙稿「仏塔装飾小考―飛鳥白鳳期の作例を中心に―」 （ 『奈良美術研究』十三、平成二十四年） 、拙著『長谷寺銅板法華説相図の研究』 （中央公論美術出版 平成二十四年十月刊行予定）参照。
（
37）



























を求めたとある。高祖の言に「夷狄（高句麗 奴らめ、 の端正な筆跡からはその身体つきの大きなことなど想像もできまいよ」とあるの おもしろい。欧陽詢は「魁梧」 （大男）であっただけでなく、この伝 省略箇所に「貌甚寝陋」あるように たいそう 醜男だったのである。高祖の呵々大笑の声が聞こえてくる。
（
38）






―」 （ 『新潟産業大学人文学部紀要』二一、平成二十二年）において、山田孝雄氏が『古京遺文』 （宝文館、明治四十五年）所収「続古京遺文」中の「長谷寺銅版法華説相図銘」で、 「本銅版は本長谷寺五重塔中に秘めありしを以て棭斎等の知る所とならざりしが、近世塔焼失し其灰燼中より現出せしものと伝ふ。されど、文政十一年六月伊賀人河村春雄長谷寺に至りてこの銅版を
摹
搨したる
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